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ニ
ラ
と
ス
イ
セ
ン
の
誤
食
、
各
地
で
発
生 

 

   

平
成
２３
年
に
５
名
が
死
亡
し
た
焼
肉
チ
ェ
ー

ン
店
で
提
供
さ
れ
た
ユ
ッ
ケ
に
よ
る
集
団
食
中

毒
事
件
は
、
４
月
２７
日
で
発
覚
か
ら
１０
年
が
経

ち
ま
し
た
。 

 

こ
の
食
中
毒
事
件
で
は
富
山
、
福
井
、
石
川
、

神
奈
川
の
４
県
の
６
店
舗
で
計
１８１
名
が
発
症
し
、

５
名
が
死
亡
し
ま
し
た
。
患
者
か
ら
は
腸
管
出
血

性
大
腸
菌
Ｏ
１
１
１
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

原
因
は
牛
の
ユ
ッ
ケ
（
生
肉
）
を
食
べ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、
ユ
ッ
ケ
用
に
使
用
し
た
牛
肉
が

仕
入
れ
段
階
で
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
１
１

に
汚
染
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
焼
肉
店
で
の

衛
生
管
理
も
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
発
生
し

た
食
中
毒
で
し
た
。 

 

こ
の
事
件
を
受
け
て
、
国
は
罰
則
を
伴
う
強
制

力
の
あ
る
生
食
用
食
肉
（
牛
肉
）
の
厳
格
な
規
格

基
準
を
定
め
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
の
肝
臓
（
レ
バ

ー
）
を
生
食
用
と
し
て
販
売
・
提
供
す
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
ま
し
た
。 

   

 
 

大
腸
菌
は
ヒ
ト
や
家
畜
の
腸
内
に
存
在
す
る

あ
り
ふ
れ
た
細
菌
の
一
つ
で
す
。
大
腸
菌
の
中
で

も
、
ベ
ロ
毒
素
を
産
生
し
て
激
し
い
腹
痛
、
水
様

性
の
下
痢
、
血
便
、
重
症
化
す
る
と
溶
血
性
尿
毒

症
症
候
群
（H

U
S

）
や
脳
症
を
起
こ
す
も
の
を

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。O

１

１
１
の
ほ
か
、O

１
５
７
やO

２
６
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。 

 

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
は
、
感
染
力
、
毒
性
が
非

常
に
強
く
、
子
供
や
高
齢
者
を
中
心
に
死
者
や
重

症
の
患
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

一
般
的
な
細
菌
性
食
中
毒
で
は
細
菌
を
１００
万

個
単
位
で
摂
取
し
な
い
と
感
染
し
な
い
の
に
対

し
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
は
わ
ず
か
１００
個
程
度

の
菌
数
の
摂
取
で
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
事
件
後
、
直
近
10
年
間
を
見
て
も
、
腸

管
出
血
性
大
腸
菌
が
起
因
す
る
複
数
名
の
死
者

が
出
た
食
中
毒
が
度
々
発
生
し
て
い
ま
す
。 

平
成
24
年
8
月
に
、
「
白
菜
の
浅
漬
け
」
が

原
因
と
な
っ
た

O

１
５
７
に
よ
る
食
中
毒
が
発

生
し
、
高
齢
者
施
設
を
中
心
に
１６９
名
が
発
症
し
、

８
名
が
死
亡
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
平
成
２８
年
に
は
千
葉
県
及
び
東
京
都

の
高
齢
者
施
設
に
お
い
て
、
同
一
の
給
食
事
業
者

が
提
供
し
た
「
き
ゅ
う
り
の
ゆ
か
り
和
え
」
が
原

因
と
な
っ
た

O

１
５
７
の
食
中
毒
に
よ
り
８４
名

が
発
症
し
10
名
が
死
亡
し
ま
し
た
。 

 

 

こ
の
よ
う
に
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
は
大
変
恐

ろ
し
い
細
菌
で
す
が
、
対
策
を
し
っ
か
り
行
う
こ

と
に
よ
り
予
防
は
可
能
で
す
。 

ま
ず
、
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
は
熱
に
弱
く
、

７５
℃
で
１
分
間
以
上
の
加
熱
で
死
滅
し
ま
す
。

牛
肉
等
の
加
熱
調
理
す
る
際
は
中
心
部
ま
で
よ

く
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。 

ま
た
サ
ラ
ダ
用
の
野
菜
な
ど
非
加
熱
で
提
供

す
る
場
合
は
、
よ
く
洗
浄
し
た
後
に
次
亜
塩
素
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
等
で
の
殺
菌
が
有
効
で
す
。 

他
の
食
中
毒
と
同
様
に
、
食
中
毒
予
防
の
３
原

則
、
「
つ
け
な
い
」
、「
増
や
さ
な
い
」
、
「
や
っ
つ

け
る
」
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
徹
底
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

★
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
（
ベ
ロ
毒
素
産
生
） 

に
よ
る
食
中
毒
の
発
生
状
況
★ 

   

             

※
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
（
ベ
ロ
毒
素
産
生
）

に
よ
る
食
中
毒
事
件
と
し
て
、
厚
生
労
働

省
に
報
告
が
あ
っ
た
も
の
の
集
計 

 

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
る
ス
イ
セ
ン
で
す
が
、

毒
性
が
あ
り
、
誤
っ
て
食
べ
る
と
嘔
吐
、
下
痢
な

ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
ニ
ラ
と
よ
く
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
年
も
滋
賀
県
他
、
各
地
で
誤
食
が

発
生
し
ま
し
た
。 

★
ニ
ラ
と
ス
イ
セ
ン
の
見
分
け
方
★ 

ニ
ラ
の
葉
に
は
特
有
の
臭
い
が
あ
り
、
ス
イ
セ

ン
の
葉
に
は
臭
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ニ
ラ
を
採
る

際
は
、
必
ず
臭
い
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

植
え
て
あ
る
ニ
ラ
の
中
で
、
他
よ
り
際
立
っ
て

大
き
い
も
の
は
注
意
が
必
要
で
す
。
ス
イ
セ
ン
は

ニ
ラ
に
比
べ
、
葉
の
幅
が
広
い
、
草
丈
が
高
い
、

葉
が
厚
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
、
ま
た
、

ス
イ
セ
ン
に
は
玉
ね
ぎ
様
の
球
根
が
あ
り
ま
す
。 

家
庭
で
ニ
ラ
と
ス
イ
セ
ン
を
植
え
る
際
に
は

必
ず
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
た
場
所
に
植
え
ま
し
ょ
う
。 

      

ス
イ
セ
ン
と
ニ
ラ
（
左
：
ニ
ラ
、
右
：
ス
イ
セ

ン
（
厚
労
省
提
供
） 

 

編
集
後
記 

 

春
の
う
ら
ら
か
な
季
節
は
足
早
に
過
ぎ
去
り
、

異
例
の
早
さ
で
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
し
た
。 

今
月
の
写
真
は
、
「
ば
れ
い
し
よ
（
ベ
ニ
ア
カ

リ
）」
で
す
。 

発生件数 患者数 死者数

平成２３年 25 714 7

平成２４年 16 392 8

平成２５年 13 105 0

平成２６年 25 766 0

平成２７年 17 156 0

平成２８年 14 252 10

平成２９年 17 168 1

平成３０年 32 456 0

令和元年 20 165 0

令和２年 5 30 0

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
に
よ
る
ユ
ッ
ケ

集
団
食
中
毒
事
件
か
ら
10
年 


